
個人研究

教科書の中の文学に表現されるジェンダーバィァス

ー高等学校『英語II』 の文学を読む

佐々木恵理

1は じめに

フェミニズムの視点からの英語教科書調査において、主人公の性別比や、

性差別語の使用頻度などの量的分析はその結果を表 しやすい。また、内容の

質的分析についても、性別役割分業の記述を指摘することは比較的容易であ

る。 しかしながら、文学作品 (物語)の内容解釈は、ある教科書のある作品を

取 り上げるだけでは性差別イデオロギーが見えにくく、場合によっては背後

にある原作の権威がちらついて、その差別性を示 しにくい①
。これを克服す

るためには、「教科書」という全体を俯嗽して、一作品だけでは見えにくい性

差別イデオロギーを可視のものとすることが必要である。

本論は、1989年 告示の『高等学校学習指導要領』に基づいた改訂教科書「英

語II」 の48種 (49冊)を用いたフェミニスト批評である。教科書名は略称を用

いるが、正式名称は「英語教科書の『政治的公正さ』とフェミニズム」の一覧

表(2)を 参照されたい。

2教 科書の中の文学作品 とは何か

「文学作品とは何か」とい う問いに対 して多くの答えがあ りうるのと同様

に、教科書の中の文学作品についても、容易に定義づけをすることはできな

い。 しかしながら、現在の教科書の現状から、教科書の中の文学作品の性質

について概略を述べたいと思 う。

まず、教科書の最終的な表現者は編集者であり、この意味において、教科

書の中の作品は、原作から「再表現」されたもうひとつの作品である°こと

を確認 したい。作家は表現 したいことを作品にし、教科書編集者は、語学そ

のものを、または語学教育を通 じて、何か (人生でも、異文化でも、歴史、
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恋愛、科学、何でもよいが)を学習させるために、原作を編み込みながら教

科書用の作品を編纂する。従って、そこには教科書編集者の意図があり、こ

れが教科書のもつイデオロギーとなる。言わば、教科書で学ぶ生徒は、意図

的に編纂された教科書を原作として作品鑑賞をしていることになる。

また、特に英語教科書の中の作品は、外国語学習用ということもあり、原

作のごく一部を切 り取 り、つなぎあわせ、平易な語彙・文章に変えて、書き

直してあるものも少なくない。そのため、文学という意味では厚みに欠け、

未熟な作品や奇妙な作品も多い。 しかしながら、内容は短くまとめられ、か

えって登場人物の性格描写には揺れがない。つまり初めから、ある明確な主

題が与えられお り、「文学的解釈が分かれる」ほどの複雑 さを有 してはいな

い。

さらに、一般の文学作品とは違って、教科書の中の「テキス ト」は開かれた

ものではない。全国の生徒が必ず何 らかの教科書を使用するという、マスメ

ディアの機能をもっていてさえ、教科書の中の「テキス ト」は閉じた世界の作

品である。また、一般の読者が任意に作家の作品を選ぶことができるのと異

なり、生徒は半ば強制的に教科書の作品を読まされることになる。逆に言え

ば、用足 りた後は、教科書の作品は三度とひも解かれることはないのである。

本稿は、教科書編集者が完成させた、教科書という「テキス ト」を原作とし

て、上記のような特異性をもつ文学を分析する作品論である。そのために、

この論は一般に言 うところの「文学批評」とは性質を異にすることになる。

次の章から、教科書の中の作品を便宜上、意図的に幾つかのジャンルに分

け、フェミニス ト批評を試みたいと思 う。教科書の表現者 (編集者)が無意

識に教科書の中に取 り込んでいるジェンダーバイアスと、そうした女性像や

男性像が作られてゆく過程を明らかにし、性差別イデオロギーを分析するこ

とが本稿の目的である。

なお、英語の作品名に続く日本語訳のほとんどは筆者によるものであり、

物語のあらす じについてはそれぞれ「註」で概観する。また、実際にどのよう

な文学作品 (物語、エッセイ、日記などを含む全ての読物)が教科書に描か

れているかを示 した「表 1」 も、合わせて参照されたい。
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3教 科書の中の文学作品を分析す る

(1)「少女物語」。「少年物語」

異性愛が多数を占めることを考えれば、高校生を主人公にした異性 との恋

愛やデー トに関する物語は、ごく自然なテーマであろう。子供と大人の過渡

期にある主人公が、異性へのアンビバレン トな感情を抱くという物語性は、

女男を問わず、実際の高校生におよそ当てはまるに違いない。それにも関わ

らず、教科書で描かれる恋愛物語の主人公の多くは少女であり、少年の「揺

れる思い」はあまり描かれることはない。

“The Date Catcher"(デ ー トの相手を捕まえるもの)0"ИI θιZSr)° で

は、主人公のジェネビープの心は抑圧され、その行動は最後まで消極的に描

かれ続ける。この課の初めの「前書き」には、「自分に自信を持って生きてい

るとき、人は輝いて見えます。内気な少女ジェネビープはどのようにして自

信を持つようになり、すてきなボーイフレン ドを得ることができたのでしょ

う。」とあるが、彼女に付与された内気でおとなしくて恥ずかしが り屋の性

格は、実は「かわいらしさ」を演出させる道具にすぎない。これは一般に、

少年の内気でおとなしい様子が 「純粋性」を象徴 していることと根本的に異

なっている点である。また、彼女の行動は常に母親の暗黙の制約を受けてい

る。店に並ぶバ レッタ(髪留め)を眺めているとき、「お母さんはこんな派手

なバレッタなんて許 してくれないだろう」と彼女は言 う。ここには、華美に

なること(性的なアピール)か ら娘を遠ざけておこうとする母親の支配力が垣

間見える。女の子は目立たぬようにしていなければならないのだ。さらにこ

の物語の設定は、女の子は男の子からの誘いを待つものだというジェンダー

規範に縛 られているために、彼女はいつそう控えめに描かれざるを得ないの

である。

ジェネビープは、正装用の青と金色のバレッタではなかったけれど、結局

母親の意に反して、緑色のバレッタを買う。このバレッタは彼女にとつての「魔

法」の髪飾 りであり、それを自分と世界の間に介在させることで、母親から

の支配を解き、バー トとの新しい人間関係を作り出すことができるようになる。
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こうした少女の物語は、一見すると本当の成長物語に見えるのだが、実は

これを成長物語 として読ませる仕掛けが隠されている。つまり、あらかじめ

ステレオタイプ化された少女像が準備されているので、あたかも少女が成長

したかのように読み取れてしまうのである。行動力のある積極的な少女をこ

こに配 した場合には、こうした筋書きを少女の成長と結び付けるのには無理

がある。結局、ここで彼女が成長 して得たものは、単に「すてきなボーイフ

レン ド」に過ぎない。

ジェネビーブに比べて、主体的で動的な 「私」 (エイ ミー)を 主人公 とする

“Waiting for Prince Charming"(理 想の恋人を待ちながら)(aSИθS)° に

も、これと同様の仕掛けが見られる。彼女は最終的に、 トムのさえない外見

にではなく、知性に惹かれてゆく。

「外見はさえない少女だが知性がある。少年はそ うい う少女に惹かれた」と

いう物語性は成立しにくい。だが、「少女」と「少年」をそれぞれ入換えてみる

と、突如として「男はつまるところ中身である」という説得力のある隠れて

いたプロットが出現する。少女では不自然だが少年では可能になるような、

物語の二重基準があらかじめ文脈の中に滑 り込んでいることが分かる。

そこで、期待 していた少年像が一旦裏切られたうえで、エイミーが外見よ

り重要な中身を偶然発見するという落差が作 り出されることになる。彼女の

心の変化は、この 「落差」を利用 して描かれているに過ぎない。つまり、自

分の心を動かす何かを、外見ではなく「相手の内部」に発見 したことと、外

見で人を判断したことへのささやかな罪意識と反省をオーバーラップさせる

ことによつて、エイミーはデー トを通 して成長 したと読ませることに成功 し

ているのである。

少女の恋愛物語は、他者との関係性を学ぶ「かかわ り」物語であると言える。

少女というものは、自分自身の内面への問いかけによつて、より深い自己を

知るような自我形成の過程の中で描写されることがまずないのである。

一方、少年物語の主題は、少年が大人へと移行する過程に焦点が当てられ

ていることを特徴とする。青春の悩みや、生きることの喜びと悲 しみを描く

だけではなく、並列的に戦争という重いテーマを配置することが多いことは
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明記すべきであろう。W.サ ロイヤンの『人間喜劇』からの物語
(3)で は、第

二次世界大戦を背景に、生と死、そして生きていることの意味や死んだ者ヘ

の愛が、少年の悲 しみと共に表現されている。

女性 (母親 )。 子供 と、父親・兄・夫とい う二極の世界が対峙する中で、少年

は銃後のこちら側の世界と、戦場である向こう側の世界との中間に位置し、

子供としての現在から自分の未来の姿を垣間見ることになる。残された母と

子の 「生の世界」と、男たちが命を奪われる (あ くまでも少年の日には「奪

われる命」しか映っていない)「死の世界」。少年はこの二つの世界の狭間で、

生き抜いてゆくことの生々しい現実を知 り、その意味を問いながら、戦争と

いう悲惨な体験を通 して成長するのである。戦争を背景にした少年の成長は、

子供世界から男の大人世界への自覚の物語である。

さらに、“I Am David"(僕 はデイヴィッド)(′ИθEIIχ,θRθ昴→
(7)で

も、収

容所から脱走した少年が体験するのは、単なる日常のありふれた経験ではな

い。少年がや り遂げなければならないのは、自分の命を賭けた極限の「ゲー

ム」である。物語の底流にあるのは、目的を成就する達成感 とヒロイズムで

あり、少年が生き抜いてゆくことは人としての命の勝利 と重なり合 う。史実

を背景にもつこの物語は、命の重みや生きてゆくことの本質的な意義を読み

手に説かずにはいられないのである。

また、少年の友人として登場する大とい う存在は、擬人化された「男」とし

て、重要な役割を果たしている。少年と、少年のために命を犠牲にする犬と

の絆は、男同士の友情の象徴
(3)で ある。 さらに、この自己犠牲 と友情の物語

は、“Run,Melos!"(『 走れメロス』)(JκZIS〃 ″θ″)へ の系譜へ とつながっ

てゆく。 このような、命を賭けた男の友情 と絆の物語は、少女物語には決 し

て見 られない特徴を有 している。

英語学習用の教科書では、その制約から「大人の文学」は望めないために、

物語はいきおい古典的な児童文学の要素を多分に含むことになる。そ うであ

れば、「摩擦 を起こさずジェンダーイデオロギー社会に溶 け込む大人になる

とは、ジェンダーイデオロギーを容認する大人の男 と女になるとい うことで、

そのためには、子 どもたちに自分は子 どもであることの他に、なにより自分
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が男の子であり女の子であることを自覚させること。男の子とはどんなもの

なのか、女の子とはどんなものなのか、児童文学の中の男の子と女の子を通

して情報を流すこと」
0と いう、ひこ。田中の指摘は、教科書の中の物語にお

いても整合性をもつことが分かる。

また、教科書の物語では、少女は家庭や家族関係、異性 との愛情を中心に

した 「内側の世界」で成長する「他者依存型」であり、一方少年は社会や世界

との接触、同性 との友情という「外側の世界」で成長する「自覚自立型」であ

る。こうした成長の意味のギャップは、女子。男子の大人へのイニシエーシ

ョンの描かれ方が根本的に異なること°°)か ら生 じている。教科書の少女。少

年物語は、ジェンダーの装置が埋め込まれた物語性を前提として、そのイニ

シエーションのあり方の違いを表現することで成立している準児童文学なの

である。

(2)幽霊物語

幽霊物語はどれも、男性の主人公が女性の幽霊と出会 うとい う共通 した筋

書きをもっている。男性はこの世に生きている人間の代表であり、女性は男

性をあの世へ導く役回 りを演 じている。

あの世への案内役の幽霊を端的に描いているのが、“Welcome Aboard"(よ う

こそ空の旅へ)“″ )(11)である。既に死亡している客室乗務員 (stewardess)は 、

「私」を死の世界へと誘 う「空の接客係」である。今まさに危機迫 り、この世か

らあの世へと移行する異次元空間を作 り出しているのは、この幽霊に他なら

ない。

また “The Ghost and the Dreming Lady"(幽 霊と夢見る貴婦人)(Иθ77を )(②

では、イギリスの写真に懐かしさを覚えた り、デジャ・ヴを体験することは、

最初妻を主人公 とした出来事として読み手に伝えられる。それにもかかわら

ず、途中で妻の存在が曖味になり、現実味を失 うにつれて、物語の視点は突

然夫へと転換されてしまう。読み手はこの視点の転換によつて、実はこの物

語の本当の主人公は夫であり、妻の体験は、不思議な体験をした夫を描くた

めの前置きに過ぎなかつたことに気づかされる。妻の役割は夫とあの世を取
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りもつことであり、その証拠に、夫はその後、特別な理由もないままに死ん

でしまう。ここでも女性は、男性を未知の世界へと導く他者であり、死への

水先案内人なのである。

さて、死の世界は美や郷愁と結び付けられることもある。この設定では、

主人公は直接命を脅かされないために、奇妙な体験は精神的な心の痛みとし

て美化されて、時に悲 しい物語となる。

“Lavender"(ラ ベンダー)(ιZ″蘭θ%F)(° では、主人公のひとりであるエ

リックは「彼女に漂 う不思議 さで、よりいつそう魅力的に見せて」いるラベン

ダーに心惹かれてゆくし、“The Lost Village"(消 えた村)(M7"EP)(1つ の

「私」は、メアリーを「とてもきれいだ」と一日ばれ し、再び今は滅びた村へと

彼女に会いに行く。幻影としての女性の美 しさは、女性が幽霊として肯定的

に描かれるときの必須条件であり、男性の主人公が美 しさ以外のものに惹か

れることはまずあり得ない。もちろん、美 しさだけで登場する女性の描かれ

方は、一般の物語の中でも珍 しくはない。だが、特に幽霊物語ではその非現

実的な状況ゆえに、人間臭い個性的な性格描写を極力省 くことも可能なため

に、美 しい幽霊は女性が演 じる格好の役柄となる。こうした女性の幽霊の描

写には、男性にとつてのロマンチックで幻想的な、女性の美しさのイメージ

を壊 さないような配慮がなされていると言えるであろう。

これとは反対に、女性が恐怖の対象として描かれることもこの物語の特徴

のひとつである。幽霊が男性に恐怖 として映るのは、その女性が男性の手に

よって殺 されたことと深 く関わっている。“Harpist of the Gulf"(メ キシ

ヨ湾のハープ奏者)(Иθ7r″ )(0の場合、ジュリアの幽霊はホーズ船長の過去

を暴く忌まわしい存在であり、彼女は遺恨や復讐心といった負のイメージを

背負わされている。実際は責任転嫁に過ぎないのに、身勝手な男性の意識は、

現実の世界で生きていたときの女性の美 しさを不快感へと反転させる回路を

備えているらしい。そこで、「女性は死ぬと化けて出て、恨みを晴 らそ うと

する」とい う構造を見事に作 り出すに至る。これを実証するように、この物

語ではジュリアの夫も殺されているが、彼は幽霊として再登場することはな

い。
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幽霊は生身の人間とは見なされないので、読み手の感情が、生きている男

性の方へ向けられてしまうことはさほど不思議ではない。『 四谷怪談』や『番

町皿屋敷』では、受け手の恐怖は男性側の恐怖の疑似体験であり、殺されて

しまった女性に感情移入することはまず期待されていない。つまりこの幽霊

物語は、男性視点の女性観が端的に幽霊像に投影されている、極めて一方的

な物語なのである。こうした女性像は明らかに、都合のよいときには男性の

願望の集約として、またそうでなければ男性の実存を揺るがす嫌悪の対象と

してステレオタイプ化されている。ここで問題なのは、女性像の固定化だけ

ではなく、女性の具体的な性格付けが一切なされずに、幽霊という得体の知

れない、美 しいまたは恐ろしい「物」として描かれていることである。

『ハムレット』 (W.シ ェイクスピア)で は、父親の亡霊は息子の行動を導

く重要な役 目を負っているし、『 クリスマス・カロル』(C.デ ィケンズ)で も、

幽霊たちは皆、存在感をもった実体として描かれる。また 「カンタベ リーの

幽霊」 (0.ワ イル ド)で も、主役たる幽霊は人間以上に人間らしい。文学作

品中の男性の幽霊は、幽霊ではあっても人格をもった「人」であることが多く、

人並みの苦悩や悲喜、愛情と共に、その個性が主題 と深く関わりながら描写

されている。科学的に解明されていない幽霊や霊的世界を具体的に描くのに

はかなりの技術が要求される。そ うであれば、幽霊からの視点を描かずに済

み、また単なる現象として登場すればよいような幽霊は、主役にはなれない

女性向きの配役なのであろう。女性は幽霊になってさえ、あくまで男性の物

語に彩 りを添える道具に過ぎないのである。

(3)説話とSF

教科書の中において、説話 (伝説。神話・童話・寓話など)と SF(科学空想物

語)と いうジャンルは、教訓的要素を含むとい う点で類似 している。それは、

時代を過去や未来とい う抽象の時間に置いたり、「たとえ」で物語を進める

ことで、人間が抱えるさまざまな問題を間接的に表現することができ、象徴

を用いて、世界や事象の普遍性を伝えることができるからである。

その中でも、人間の存在や人としてのあり方、または人類の未来とい うテ
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―マで描かれるものは、男性のみを登場させるか、または現在のジェンダー

役割が固定 したままの世界として表現されている。女性を排斥 した形で表現

される「世界」は教科書の中でも健在である。

唯一女性を主役にしたたとえ話である “The Use of Lateral Thinking"

(水平思考の使い方)(y“窃″ノ、および “Bella's Wit"(ベ ラの知恵)ωИJι /)(")

を見てみよう。「美 しい10代 (teenager)」 の娘と結婚 しようと企む金貸 しは、

「年を取った醜い男」である。ここで仮に、男が若 くて素敵だったり、娘が30

才を超えた並みの器量であった場合、現代の一般の基準から見ると、おそら

く、男が借金と引き換えにしてまで娘と結婚 しようとする理由が不明になる

に違いない。

このように「たとえ」の象徴性を変質させると、ジェンダーからくる価値観、

すなわちここでは、「男=金持ち」、「女=若くて美 しい」とい う価値観が転倒

する。そして読み手は、自分の意識に刷 り込まれている予測可能の象徴性 と、

「たとえ」の象徴性 とのずれを克服できなくなる。結果として、イメージの混

乱が生 じて、コンテクス トが読めなくなってしまう訳である。こうした混乱

を回避するために、たとえ話は極力社会の枠組みを利用 して、「ありそ うな

話」として作 り出されることになる。

さらに、読み手はこうした 「ありそ うな話」に対して、象徴 されている意

味を取 り違えないように注意するあまり、たとえの中に潜む (性)差別的な象

徴性を記号として受け入れるしかない。このたとえ話の場合、下書きにある

「父親の借金のかたに身売 りをする娘」のプロットそのものを疑 うことは許さ

れない。なぜならば、ここに人身売買の匂いをかぎつけたとしても、自己欺

まんのうちにその犯罪性を隠蔽 してしまわなければ、読み手は、物語の結論

に辿 り着くことができなくなってしまうからである。

一般にたとえ話は、登場人物の役割にステレオタイプ化が見られれば見ら

れるほど、物語の進行はスムーズに運ぶ仕組みになっている。そして皮肉に

も、読み手が性役割の規範に疑いを抱かなければ、極端に凝縮された筋書き

でも、苦痛を伴わずにコンテクス トが「正 しく」読み取られてゆくとい う相互

作用がある。これは、たとえ話だけではなく、例えば、差別的な既存の作品
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に上書きして創作するパロディでも同様である。つまり、読み手側に下書き

(原作)に対する合意がない場合、パロディの意味をなさなくなる訳である。

元来、説話や SFは既成の概念やイメージの固着、すなわちステレオタイ

プが多く見られる。そ うした固着から逃れるためには、物語の象徴の意味を

根本から変革させるしかない。例えば、ジェームズ・F。 ガーナーの『政治的

に正 しいおとぎ話』のシリーズ(")に
見られるあらゆる象徴性の解体や、U。

ル・グインの『 闇の左手』での両性具有人とい う人間の創造
ωは、物語の方

向性をその前提から覆す力をもっている。当然ではあるが、説話や SFのジ

ャンルこそ、まさに象徴性を「奇想天外」に作 り出せる場ではないだろうか。

教科書は、残念ながら、説話や SFの こうした「意外性」を表現する場では

ないようである。なぜならばこの「意外性」こそ、場合によつては、現実の価

値観の嘘を洗い出しかねない脅威 となり得るものだからであろう。社会から

恩恵を受けている社会的強者、支配者であれば、「意外性」のない説話や SF

の方が、より安全な読物であるに違いない。

4 おわ りに

教科書には、あからさまな性描写や、性犯罪そのものが描かれることがな

いωので、性別役割分業にさえ目をつぶれば、個々の物語には性差別イデオ

ロギーが含まれていないように思えるかもしれない。 しかし、教科書に「表

現された」作品全体を眺めると、性別によって三分される物語性があること

が分かる。これは、ジェンダー規範に基づく性役割のステレオタイプ化や「性

差」によって、異なる物語が文学作品として世に送 り出されている証左であ

る。

教科書には、あたかも様々なジャンル、時代、プロットから作品が選ばれ

ているようには見えるが、俯嗽すれば、その文学的地図における女/男の物

語性の分布には、かなりの偏向がある。本論では敢えて触れなかった作品で

ある、少年から見た老人の姿 (『老人と海』)や、アンとギルバー トのや り取

り(『赤毛のアン』)、 ジョージとエミリーの恋愛 (『わが町』)な どが、この
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地図のどこに位置するのかは自ず と明らかである。必然的に、フェミニズム

の視点から見れば、これ らが文学の教材 としてふさわしい作品とは言えない

ことも判明するはずである。

もちろんこれには、例えば、『老人と海』は、男性の物語ではあるけれど

も描写が優れているとか、『赤毛のアン』は、女性が主人公で、その女性像

は個性的であるといつた異論が生 じることも推察できる。だがこうした意見

は、単なる原作擁護に過ぎず、次の点からの再反論が可能である。

英語教科書の中の作品は、原作とは似ても似つかぬ内容になることが多い

ことは、冒頭で述べた。繰 り返すが、これは、作品の部分的切 り取 りや書き

換えだけではなく、言葉の置き換えも行われるため、内容が陳腐になつたり、

場合によつては強引な結論になることもあるからである。極言すれば、教科

書では、よくも悪くも原作の「味わい」が破壊されていることが多いい)。 これ

が、教科書の中の文学作品の姿である。

また、女性が主人公であれば、どのような作品 (つまり、物語性)でも許

容されるべきかという疑間がある。一般に女性を主人公にした物語は内容や

テーマが「軽く」、男性の物語は「重い」印象がある。異なる作品を比較するこ

とは難 しいとはいえ、何故女性の主人公ならば、『赤毛のアン』や『 不思議

の国のア リス』で、男性ならば、『 老人と海』や『人間喜劇』なのか、とい

う問題がここにある。これがまさにジェンダーによる物語性の差異である。

最終的には、多面的、また質的なふるいにかけ、かつ量的なバランスを考

慮した後でなければ、本当にその作品が教科書にふさわしいか否かの判断を

することはできない。だがそれ以前に、性差別語の使用も改善されず、男性

の主人公が多数を占め、また物語性に性別による偏向がある作品が選択され

ている現状を見ると、上記に挙げた物語はどれも「教科書にはふさわ しくな

い」と言 う方が賢明であろう。

教科書編集者は、教科書をひとつの作品として作り上げてゆく「表現者」で

ある。その意味において編集者の責任は重い。そ して教科書の中の文学につ

いてフェミニス ト批評を行 うことは、突き詰めれば、教科書編集者が意図す

る女性像 と男性像、すなわち、「教育されるジェンダー」を明らかにするこ
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とである。教科書の中でこのように性差別イデオロギーが表現されるという

ことは、教科書とい うマス・メディアを用いて、そ うしたイデオロギーを教

育の名の下に正当化することでもある。

本稿の批評は『英語II』 の、性別役割分業以外の特徴的な物語性に焦点を

当てている。「テキス ト」を変えれば、違った物語性のまとまりに対する批評

が、また別の視点からも展開できるに違いない。それ程に、教科書の中の「テ

キス ト」は、多種多様の文章と物語の集まり°1)である。このような「テキス ト」

を読み、それを文学批評として説得力あるものにしてゆくための道のりはこ

れからも長いであろう。教科書の中の文学におけるフェミニス ト批評は、始

まったばかりなのである。

註

(1)教科書の中の作品における、原作 (原作者)の もつ「権威」が端的に表れたのは、

筒井康隆の作品 「未来警察」の、てんかん患者に対する差別的内容についての

一連の論考である。論考の全体は、塩見鮮一郎『作家と差別語』 (明石書店、1993

年)を 、文学の権威については、佐々木恵理 「教科書における文学とフェミニ

ズムー 表現は自由であるのか 一」(現代日本語研究会、『 ことば』18号、1997年、

pp.41-55)を 参照のこと。

(2)佐々木恵理、日本女性学会、『女性学』vol.3、 1995年 、pp.121-122。 「英語II」

は「英語 I」 の名称を踏襲している。

(3)前掲、佐々木、1997年。

(4)以下、物語が複数の教科書で採用されている場合や、また同じ物語でもその

出典が異なる場合は、内容がより具体的な物語で代表させる。また、内容がほ

ぼ同じ場合は、教科書を限定しないこととする。

“The Date Catcher"(θ α卿囀 :誰 からもダンスパーティに誘われなかったジェ

ネビープは、デパー トの 「デー トの相手を捕まえる」という売り場で、店員

(saleslady)が薦める緑色のバレッタを買う。彼女は、立ち寄ったソーダの店

で人気者のバー トを見かけ、バレッタに魔法があればと思う。バー トから誘い
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を受けた彼女は、それがバレッタのお陰だと思うが、実は髪からバレッタが落

ちていたことが分かり、全ては自分の力によるものだと気づいた。

(5)“Waiting for Prince Charming":私 (エイミー)は友人の紹介でプラインド・

デー ト(相手を知らされないお見合いデー ト)を したが、現れた トムは素敵な男

の子というにはほど遠かった。デー トの間ずっと退屈だったが、彼が作家や詩

に詳しいことが分かり、話が弾む。私は、期待していなかった何かを見つけ、

初めての恋の味は甘くほろ苦かった。

(6)動θ ttma″ σ枷 ″ (1943)か らの物語は次の 3つ に分類される。電報局に勤め

るホーマーが、サンドバルさんに夫の死を伝える電報を配達する話 (“A Tele「

“

h

Message"ιゴ″″π
"4“

The Messenger"“翻 )。 ユリシーズ (ホ ーマーの弟)

が母から開く戦争や、生と死の話 (“ Ulysses''柳 拓aθ児〃)。 電報局に勤めるホー

マーが自分の兄の死を知る話 (“Love Lives Forever"″E″ ∫πP)。

(7)“ I Am David":強 制収容所を抜け出したデイヴィッドは、大のキングと祖国

オランダヘ逃げる途中、 ドイツ兵に行く手を阻まれる。茂みに隠れたが、もは

や逃げられなかった。かつて大が自分を救つてくれたので、デイヴィッドは自

分が撃たれれば犬が助かると思い、覚悟を決める。その時犬が ドイツ兵の方ヘ

と躍 り出て、彼は命からがら反対の方向へ走って逃げた。背後では、大の撃た

れる音がした。

(8)И aじESSの “Two Were Left"(残 されたふたり)では、イヌイットの少年ノーニ

にとつて、可愛がっている犬は初めは友人であるが、氷上に取り残されたこと

で、自らの生命保存のためには戦うべき敵と化す。物語の終わりには、さらに

反転して、裏切ることのない友人として描かれる。

(9)ひ こ。田中、「自覚する物語たち」 (日 本児童文学協会、『 日本児童文学』 11、

文渓堂、1995年 11月 号、pp.28-29)。

(10)こ れも、児童文学がもつ特徴と非常に似通っている。野村羊子「女の子のイニ

シエーションとなるものは ?」 (前掲、『 日本児童文学』 11、 p.44)。

(11)“Welcome Aboard":E山 脈上空を飛行中の飛行機に私は乗っていた。アメを

すすめてくれた客室乗務員は知り合いの妹に似ていたが、彼女は事故で亡くな

っていたはずだった。言いよどんでいるとその乗務員は、「私はあなたが考え
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ているように、死んでいるのです。本 日はあの世航空へご搭乗下さいましてあ

りが とうございます」と言った。突然飛行機は揺れ出 し、山が近づいてきた。

(12)“The ChOst and the Dreming Lady":合 衆国に住む平凡な夫婦 (man and

his wife)の 物語。妻は写真で見たイギ リスの情景 と、繰 り返 し見るある館の

夢に不思議な感覚を覚えた。イギ リス旅行をすることにな り、何かに導かれる

ようにロン ドンの郊外へ と向か う。辿 り着いた館は妻が夢で見たもので、彼女

は「家に帰った」のだった。妻の姿は消え、夫はひとり帰国 し、その後亡くなっ

た。

(13)“Lavender":パ ーティに車で行 く途中道に迷ったビル とエ リックは、薄紫色

の洋服を着た女性 (girl)に 会 う。ラベンダー と名乗る彼女もパーティに行 くと

ころだとい うので、 3人で会場の大学へ と向かった。帰 りに彼女を送って行 く

が、エ リックは自分のコー トを貸 していたことを思い出 し、次の 日、彼女が車

を降 りた辺 りの家を訪ねた。その家の女性 (母親)に よると、彼女は30年以上も

前に亡くなっていた。

(14)“The Lost Village":イ ギリスの郊外を ドライプ していた私は、車のガソリ

ンをきらしてしまったが、そこである女性 (girl)に 会 う。その村はどこか奇妙

に感 じられたが、彼女の家で食事をとった後、夜にガソリンを求めて一番近い

町まで歩いた。スタン ドの人によると、その村は300年以上前にクロムウエル

によつて焼かれた村で、10年に 1日 だけ命を吹き返す とい う。私は10年を待っ

て、再びあの女性に会いに行き、そこにとどまろうと思った。

(15)知 arpist of the Culf":ビ ネス トとジュ リア夫妻はウルグアイか らニュー

オ リンズヘと逃れるために船に乗った。ジュリアは25才年上の夫に飽きていて、

残 されたものはプラジルの金貨の入った箱だけだった。彼女は船長のホーズと

恋に落ちたが、ホーズは金貨も欲 しかったのでビネス トを殺 し、密告を恐れて

ジュリアも見殺 しにした。その後安泰な生活を送っていたホーズだったが、殺

人の噂が流れていることを知 り、浜辺に埋めた金貨を掘 り起こす。 このとき、

ハープを奏でるジュリアが現れ、ホーズは息絶えた。

(16)“ The Use of Lateral Thinking''(S25θ″2И〃):金貸 しの男は、父親の借金 と

引き換えにその娘にゲームを試みた。借金を帳消 しにする代わ りに、袋に入っ
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た 2個の小石の うち、黒い石を取れば娘は男の妻 とな り、白い石ならば娘は父

親 と暮 らす ことができる。男が 2個の黒い石を入れたのを知 り、娘は石を取 り

出す と同時に砂利道に落 とし、袋に残った石の色で自分が取った石を判断 させ

た。

(17)こ のシリーズでは、使用 している言葉 と共に、古典的な童話やお とぎばなし

に登場する人間や動物の役割、背景・状況の設定などあらゆる固定観念や ス

テ レオタイプの解体を試みている。いわゆる、政治的公正 さ (politically

cOrrectness)の フィルターを通 した、現代の実験小説 と言える。シリーズの原

作は 3冊 あるが、本文で言及 したものは、デープ・スペクタ~他訳 (DHC、 1995

年)、 Carner,James Finn, ′。ヵ
・″

・
。a′′y aοrrθοι′θグ″

・″θ Sιοr」
・θs(Macmillan

Publishing cOmpany, NY, 1994)‐ である。

(18)後 にル・ グインは自ら誤 りを認 めて訂正するが、両性具有人を生み出した彼

女でさえ、初めはその 「ゲセン人」を男 (he)と して表 していた。

(19)あからさまではないにせ よ、教科書には未遂の性犯罪の物語 もある。“High

Beams"(ハィ・ビーム)(θθ″力s,EκZIS〃 Sr2慶ス 共に 「英語 I」 ):高校 2年

生のその少女は、その夜バスケットボールの試合を見た後、車を運転 して帰る

ところだった。家までの道の りをずっと小型 トラックに追跡 され、何度も車の

ハィビームを浴びせ られる。家に到着 し、彼女が車から降 りて逃げ帰ると、 ト

ラックの男も手に銃をもって降 りてきた。警察がゃってきたが、実は、別の男

が彼女の車の後部座席に忍び込んでいて、ナイフで彼女を襲ぉ うとしてお り、

トラックの運転手は彼女をずっと守ってきたのだつた。 (Al� n Schwartz,from

scary sι or7・ θs ι。″θ′′ 2・″ι力θ′arD

このように、加害者が男で被害者が女 とい うパターンはあま りにも「自然」な

ので、その中で描かれょぅとしている 「実際」が見えにくい。 ここでの「実際」

とは、男が女を襲 う目的 とその意味そのものである。本論中の、「父親の借金

のかたに身売 りをする娘」のプロットも、この「実際」である。犯罪性の隠蔽に

ついては、佐々木恵理、「はびこる女性差別と『 コクサイ人』のゅくえ」 (日 本

女性学会、『女性学』vol.2、 1994年 、p.130)を 、国語教科書の作品の「疑似強

姦」物語については、前掲、佐々木、1997年 を参照のこと。
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(20)原作の「味わい」が破壊 されるもうひ とつの原因は、教科書の作品にあしらわ

れた挿絵である。同じ内容の物語でも、挿絵のモチーフやタッチの違いによつ

て、随分作品の雰囲気が変わってくる。文章と挿 し絵の全体を「教科書に表現

された作品」として見れば、この挿絵があるか らこそ、教科書の中の作品が「味

わい」深 くなっていると言えるかもしれない。

(21)現在の講読形式の教科書 (「 英語 I」 、「英語 II」 、「英語 リーディング」)は、物

語中心 とい う訳ではない。課 (い わゆるLessonで 、中心的教材))で は説明文が

圧倒的に多く、速読 (い わゆるRapid Readingで 、副読教材)で は物語が多いと

い うのが一般的な傾向である。
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